
東部大阪都市計画地区計画 大日東町地区地区計画 

当初決定 平成１４年１２月１０日 守口市告示第３６０号 

最近変更 平成２３年１０月２５日 守口市告示第２３３号 

 「区域及び壁面の位置の制限は計画図表示のとおり」 

名  称 大日東町地区地区計画 

位  置 守口市大日東町地内 

面  積 約 11.9ha 

区 

域 

の 

整 

備 

・ 

開 

発 

及 

び 

保 
全 
の 

方 

針 

地区計画の 

目標 

 当地区は、大阪と京都を結ぶ幹線道路と大阪都市圏のインナーエリアを結ぶ中央環状線が

交差する位置にあり、まちづくりに重要な役割を果たす地区である。 

 本地区計画は、このような広域圏と市域圏をあわせもつ位置づけのもとに交通利便性によ

る人口や産業の集積を活かし、土地利用転換と高度利用を行い、一体的・複合的なまちづく

りを進め、大日都市核の拠点形成を目標とする。 

土地利用の 

方針 

 土地利用の方針として、土地利用転換に必要な道路・公園・オープンスペース等の基盤整

備を行い、 

・土地の高度利用と施設整備を促進する。 

・良好な市街地環境の形成、地域の防災性の向上を図る。 

・大日都市核として魅力的な都市空間を形成し、都市拠点の形成を図る。 

・安全で快適な歩行者空間の創出等、高齢者・障害者等にも安全・快適な歩行者環境を確

保したバリアフリー化を実施し、人にやさしいまちづくりを図る。 

 このため、土地利用の特性に応じて２つの用途に区分し、幹線道路に面する地区を「商業・

業務系地区」、周辺住宅地に接する地区を「居住系地区」とし、それぞれ次の方針により整備

を図る。 

○商業・業務系地区 

 大日都市核の拠点となる地区であり、交通利便性を活かした都市サービス施設、質の高

い業務施設や賑わいを形成する商業施設等の導入を促進する。商業・業務系地区Ⅲについ

ては、駅前街区としての賑わいを創出するとともに、より土地の有効・高度利用を図るた

め、複合施設の立地を誘導する。 

○居住系地区 

 駅前交通広場及び周辺住宅地との連続性を考慮するとともに、都心との交通利便性を活

かした魅力ある住宅、社会的ニーズに対応可能な多様なライフスタイル等、安全で快適な

居住環境を整備する。 

地区施設の 

整備の方針 

 健全な土地利用の増進と良好な地区環境の形成を図るため、区画道路を配置する。歩行者

動線となる道路沿道には歩道と連携した歩道状空地を整備し、ゆとりある歩行者空間の形成

を図るとともに、高齢者や障害者等をはじめ歩行者の安全性と快適性を確保した、人にやさ

しいまちづくりの実現を目指す。 

 更に、来訪者と居住者の出逢い、ふれあいの場となる公園を整備する。 

建築物等の 

整備の方針 

 当地区における建築物等の整備については、 

・周辺環境と調和のとれた優れた都市景観の形成に資するとともに、周辺の市街地環境に

配慮する。 

・壁面後退やオープンスペース等を確保する。 

・人が安心して快適に利用できるように配慮した施設や建築物の整備を図る。 

・防災性の高い建築物の整備に努め、災害に強いまちづくりを推進する。 

 また、土地利用の特性に応じて各用途において以下の点に留意する。 

○商業・業務系地区 

 駅前交通広場及び幹線道路沿いに、大日都市核として賑わいと魅力ある環境を形成する

ため、建築物の用途、規模、配置及び意匠等に留意し整備をする。なお、複合施設の立地

を誘導する商業・業務系地区Ⅲについては、立体的な建築物の用途の制限を定める。 

○居住系地区 

 良好な居住環境の形成を図るため、建築物の用途、規模及び配置等に留意して整備する。 



 

□ 地 区 整 備 計 画 

地 

区 

整 

備 

計 

画 

位  置 守口市大日東町地内 

面  積 約11.2ha 

地
区
施
設
の
配
置
及
び
規
模 

道  路 

区画道路１号（幅員 16～22ｍ、 延長250ｍ） 

区画道路２号（幅員 14ｍ、延長 約190ｍ） 

区画道路３号（幅員 14～17ｍ、 延長 約310ｍ） 

区画道路４号（幅員  6ｍ、延長 約70ｍ） 

公  園 

公園１号 約2,100㎡ 

公園２号 約300㎡ 

公園３号 約300㎡ 

緑  地 緑  地 約800㎡ 

そ の 他 

歩道状空地１号（幅員 1.5ｍ、延長 約130ｍ） 

歩道状空地２号（幅員 3.0ｍ、延長 約170ｍ） 

歩道状空地３号（幅員 1.5ｍ、延長 約 60ｍ） 

歩道状空地４号（幅員 1.5ｍ、延長 約140ｍ） 

歩道状空地５号（幅員 1.5～3.0ｍ、延長 約130ｍ） 

歩道状空地６号（幅員 1.5ｍ、延長 約170ｍ） 

歩道状空地７号（幅員 2.5ｍ、延長 約300ｍ） 

歩道状空地８号（幅員 1.5ｍ、延長 約90ｍ） 

歩道状空地９号（幅員 3.0ｍ、延長 約190ｍ） 

建 

築 

物 

等 
に 
関 

す 

る 

事 

項 

地区の 

細区分 

名称 商業・業務系地区Ⅰ・Ⅱ 商業・業務系地区Ⅲ 居住系地区 

面積 約 6.4 ha 約 0.5 ha 約 4.3 ha 

建築物の 

用途の制限 

 次の各号に掲げる建築物は、建築

してはならない。 

１．自動車教習所 

２．畜舎（ただし、ペットショップ

及び動物病院に附属するものを

除く。） 

３．倉庫業を営む倉庫 

４．マージャン屋、ぱちんこ屋、射

的場、勝馬投票券発売所、場外車

券売場その他これらに類するも

の（ただし、ゲームセンターを除

く。） 

５．キャバレー、料理店、ナイトク

ラブ、ダンスホールその他これら

に類するもの 

６．個室付浴場業に係る公衆浴場そ

の他これに類する政令で定める

もの 

７．戸建住宅又は長屋住宅 

８．２階建以下の共同住宅、寄宿舎

又は下宿 

 次の各号に掲げる建築物は、建築

してはならない。 

１．自動車教習所 

２．畜舎（ただし、ペットショップ

及び動物病院に附属するものを

除く。） 

３．倉庫業を営む倉庫 

４．マージャン屋、ぱちんこ屋、射

的場、勝馬投票券発売所、場外車

券売場その他これらに類するも

の（ただし、ゲームセンターを除

く。） 

５．キャバレー、料理店、ナイトク

ラブ、ダンスホールその他これら

に類するもの 

６．個室付浴場業に係る公衆浴場そ

の他これに類する政令で定める

もの 

７．戸建住宅又は長屋住宅 

８．１階及び２階の部分を共同住

宅、寄宿舎又は下宿の住戸若しく

は住室の用途に供するもの 

９．建築基準法別表第２（と）項第

３号の工場（ただし、同号（２の

２）、（７）、（11）に掲げる事業を

営むものを除く。） 

 次の各号に掲げる建築物は、建築

してはならない。 

１．自動車教習所 

２．畜舎（ただし、ペットショップ

及び動物病院に附属するものを

除く。） 

３．マージャン屋、ぱちんこ屋、射

的場、勝馬投票券発売所、場外車

券売場その他これらに類するも

の 

４．ホテル又は旅館 

５．工場（自家販売のために食品製

造業を営むパン屋、米屋、豆腐屋、

菓子屋その他これらに類するも

ので、作業場の床面積の合計が50
㎡以内のもの（原動機を使用する

場合にあっては、その出力の合計

が0.75kW以下のものに限る。）を

除く。） 

６．４階以上の部分を建築基準法別

表第２（は）項に掲げる建築物以

外の用途に供する建築物 

７．カラオケボックスその他これに

類するもの 

８．戸建住宅又は長屋住宅 

９．２階建以下の共同住宅、寄宿舎

又は下宿 

建築物の建ぺい 

率の最高限度 

10分の8 10分の6 

建築基準法第53条第3項及び同条第6項（2号は除く）を適用しない。 

壁面の位置 

の制限 

・計画図に表示する道路境界線から建築物の壁、若しくはこれに代わる柱の面までの距離の最低距離は、有効4.0

ｍとする。 

・建築物に附属する門、もしくはへいで高さ2.0ｍをこえるものは建築してはならない。 

・自動車車庫に供する工作物等は壁面の位置の制限に反して築造してはならない。 

・ただし、地盤面下の部分又は立体歩行者通路等、歩行者の通行等の公共の利便に供する施設はこの限りでない。 

建築物の形態 

若しくは 

意匠の制限 

 大阪府景観条例に基づく景観計画を準用し、 

・建築物は周辺との調和に配慮した形態・意匠とし、建物配置や植栽等修景にも配慮する。 

・壁面後退による空間は公共部分との整合のとれたものとする。 

かき若しくはさく 

の構造の制限 

 都市核にふさわしい魅力に溢れたまちなみ景観を形成するため、かき若しくはさくを設置する場合には、地区

の景観に十分配慮したものとする。 

「地区施設の配置、地区の細区分、壁面の位置の制限は計画図表示のとおり」 



 
大日東町地区地区計画　計画図


